
紙芝居会の様子�

　図書館は、静かに本を読むところ・・・。いえいえ、それ
だけじゃないんですよ。県立図書館をはじめ、県内のほと
んどの図書館では、定期的に「おはなし会」が開催され
ています。おはなし会では、図書館職員やボランティアが、
子どもたちに本や読書の楽しさを伝えたいという思いで、
本の読み聞かせなどを行っています。�
　そこでは、『ガンピーさんのふなあそび』（ほるぷ出版）
や、『きょうはみんなでクマがりだ』（評論社）など、表紙を
見ると少し地味かなと感じる絵本でも、読み手によって、
いきいきとリズムよく語られ、その魅力を発揮します。子ど
もたちも「わくわく」・「ドキドキ」と絵本の世界に引き込
まれていくのがよく分かります。また、おはなしの合間に
手遊びをしたり、歌をうたったり…と、とっても楽しく過ご
すことができます。�
　担当者は、どんな本を読もうか、本の読み方や読む順
番はどうかな・・・と、おはなし会の前にしっかり話し合いま
す。特に、図書館は学校と違って、当日にならないと何歳
くらいの子どもたちが集まるのか分からないので、その場
に応じて対応できるような工夫もしています。４月２３日～
５月１２日は「子どもの読書週間」。県内のあちこちで、お
はなし会をはじめ、特別な行事が開催されます。この機
会に、ぜひ図書館のおはなし会に参加してみてください。�
　小学生になったら、おはなし会は卒業？・・・そんなこと
はありません！小学生
（低学年）を対象にし
たおはなし会もあります。
何歳になっても、おは
なしや絵本を読んでも
らうのは、楽しいですよね。
さぁ、図書館のおはな
し会へ　ようこそ。�

　お子さんは室内で過ごすことが好きなので
すね。キャッチボールをしても、すぐにやめた

がるのでしたら、相手をしているお父さんも、歯がゆく感
じたり、つまらないと思われたりするかもしれません。その
ために、身体を動かすのが好きだという弟さんと比べて、
上のお子さんを責めてしまうこともあるのではないでしょ
うか。�
　しかし、子どもにはそれぞれ個性があります。戸外の運
動遊びが好きな子もいれば、室内で静かに遊ぶのが好
きな子もいます。お子さんは、身体を動かすよりも、家の
中でゆったりと本を読んだりして過ごすのが好きだという
ことですから、基本的にはそのような遊び方、過ごし方を
責めず、尊重してあげる方がよいと思われます。�
　ただ、お家の方もお考えのように小学校高学年は身
体を動かすことも大切な時期ですから、「遊び感覚」で
身体を動かす機会をつくってあげていただければと思い
ます。その際、競争的な要素が強いスポーツで勝負を競
わせたり、技術や根性などを強く求め過ぎたりすると、楽
しめなくなりますので、配慮してあげてください。�
　家族で公園などに出かけて、のんびりとくつろいで身
体を動かすことが、少しずつ運動の楽しさ・喜びを感じる
ことにつながるのではないでしょうか。�
�

教育相談�

おはなし会へようこそ�
�
�

▲あはははは！ お話、楽しいね！�

めざそう！�
将来のトップアスリート�将来のトップアスリート�将来のトップアスリート�

　スポーツは心身ともに健康で豊かな生活を送るための大切
な活動です。特に、ジュニア期にスポーツとの出会いをもつこ
とは、生涯を通じて運動に親しむための基礎となります。県教
育委員会では、小・中学生のスポーツ参加・体験を促進するこ
とで、「ジュニア層」の拡大・強化を図り、将来のトップアスリー
トの育成をめざしています。�
　子どもたちには、優れた資質・能力が眠っているかもしれませ
ん。いろいろなスポーツを体験して、自分に合ったスポーツを見
つけ、伸ばしてみませんか？�
�

小・中学生（一部高校生）に対して、優秀な指導者による継続的な指導を行い、ジュニア選手の発掘・育成・�

強化を図ります。主に週末に活動しています。�

フェンシング�
ホッケー�
カヌー�
ボウリング�
クライミング�
ボクシング�
�

香川ジュニアフェンシングクラブ�
香川セントラルジュニアホッケークラブ�
国市カヌークラブ�
ジュニアクラブ�
かがわクライミングクラブ�
かがわアマチュアボクシングクラブ�
�

小学生～中学生�
〃�
〃�

小学生～高校生�
小学生～中学生�

〃�
�

30名�
30名�
30名�
30名�
20名�
20名�
�

高松北高校�
香川中央高校�
高瀬高校（国市池）�
太洋ボウル�
高松東高校�
高松工芸高校�
�

小・中学生に複数の競技を体験する機会を提供して、自分に合った競技を�

マイスポーツとして選択できるようにするものです。�

今年も１０月に綾川町運動公園を主会場に実施予定です。�

詳細については各学校を通じてお知らせします。�

�

�

�

�
香川県教育委員会事務局 保健体育課 スポーツグループ�

�

　 087-832-3766
「かがわスポーツ情報ネット」もご覧ください！�
 http://www.pref.kagawa.jp/sportsnet/

　高松市立中央小学校では、４年生の理科の
授業で担当の亀井先生が作成した教材『月や
星の動き』が使われています。�
　この教材は、月や星座の画像を多く使って、そ
の動きを分かりやすく紹介しています。さらに、子
どもたちの興味や観察意欲を高めるために、家
庭での観察方法のアドバイスやＱ＆Ａコーナー、
問題集などを掲載しています。�
　「写真がいっぱい入っているので、分かりやす
い！」、「自分でパソコンを使って調べるのが楽しい！」
と子どもたちの評判も上々です。�
�

県立観音寺中央高等学校 養護教諭  高橋恭子�

　保健室の勤務は、本校で5つ目となりました。
どこへ行っても生徒に言われることは「保健室
って落ち着くね」、「ホッとする」というお褒めの
言葉（？）。生徒にとって保健室は、学校の中で
一番ゆったりした時間の流れる安心空間なの
でしょうね。�
　人懐っこい本校の生徒たち。毎日、部活動
や各種検定試験・資格取得に頑張っていますが、
その一方で食事や睡眠等の生活習慣の乱れが、
健康や学校生活に影響している生徒も少なく
ありません。また、体調不良で保健室を訪れる
生徒の中には、友人関係や進路、部活、異性、
家庭事情などの悩みやストレスを抱えている場
合がみられます。こうした心と体両方の健康管
理が保健室には求められています。�
　毎日30～40名の生徒が様々な目的で保健
室を訪れます。救急処置や体調不良時の休養、
身体計測、健康相談・悩み相談、さらには「爪
切り貸して」、「ボタンつけて」等々。限られた
時間内での対応は大変です。時には、厳しい
アドバイスをしなければならない時もあります。
しかし、こうした対応の一つひとつが生徒との
大切な関わりだと思っています。　　 　　�
　生徒が保健室を出て行く時にかけてくれる『あ
りがとう』の言葉に、自然と頬が緩みます。生
徒の挨拶や感謝の言葉の温かさに癒され、エ
ネルギーをもらっています。�
　これからも「誰でも入りやすい保健室」をめ
ざし、生徒の声に耳を傾け、揺れ動く高校生の
心と体の成長を見守りながら、大きな優しさと
小さな厳しさで支援していきたいと考えています。�

　パソコンを使って、「いつでも」「どこでも」学習できる『eラーニング』。�
　県教育センターでは、子どもたちが学校や自宅で利用できる教材（55教

材）を用意しています。また、教員が工夫を凝らして独自に作成した教材

も授業の中で活用されています。�

　繰り返し学習することで、基礎学力を高めます。また、自分にあった教材

を自分で選択して学習できるので、主体的な学習態度が身につきます。�

　自分の理解度に応じて教材を選択して、どんどん利用してみてください。�

香川県教育センターでは、各学校の教員がｅラーニング教材を作成するための支援として、
「ｅラーニング教材作成研修講座」の実施や「教材作成支援サービス」も行っています。�

●ローマ字を覚えよう！�
　（小学4年・国語）�
�●歴史質問箱（鎌倉幕府編）�
　（小学6年・社会）�
�
�●計算の見積もりにチャレンジ！�　（小学6年・算数）�
�
�
�

●明かりをつけよう�
　（小学3年・理科）�
�
�
�

●ふるさと香川クイズ�
�

香川県教育センターホームページにアクセス�
http://www.kec.kagawa-edu.jp/�
�
「児童生徒用eラーニング」をクリック�
�
「eラーニングの利用はここをクリックしてください」をクリック�
�
各学校の児童生徒用ＩＤ・パスワードを入力�
�
�
※教育センターから各学校にID・パスワードを配布しています。利用の際は、学校にお問い合わせください。�

教材名（講座名）をクリックして受講�
�
�

●パワーアップ立体�
　（中学1年・数学）�
�
�
�

●故事成語クイズ�
　（中学3年・国語）�
�
�
�
●モンキーハンティング�
　（高校1、2年・物理）�
�
�
�
�

●現在完了形に挑戦！�
　（中学3年・英語）�

「月や星の動き」は、登録学校のみ利用可能です。�

月の形の変化が�
よく分かるね�

eラーニング�
の授業風景�

平成18年度�
「ふるさとリーダー研修」に参加した�

中学生が作成しました。�

　小学5年生の長男のことでご相談します。
長男は、おとなしく、家で本や漫画を読んで

過ごすことが多いので、心配しています。休みの日には、
夫がキャッチボールなどを教えようとするのですが、すぐ
にやめたがります。3年生の次男は活発で、外で遊ぶ
のが好きなので、長男にも、もう少し身体を動かしても
らいたいと思うのですが、どうすればよいでしょうか。�

　読書活動は表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことの
できないものです。�
　このような読書活動の重要性を踏まえ、子どもの読書活動に対する意欲を高めるため、法律で4月23日が
『子ども読書の日』と定められました。香川県では、この日にちなんで、毎月23日を含む1週間に、合計60分以上を
目標に、家族みんなで読書活動に取り組む「23が60読書運動」を推進しています。�
　親の読書に親しむ姿が、子どもの読書意欲を高めます。ぜひ、家族そろっての読書や本に関する会話を楽しんで
みましょう！�

　こどもの読書週間（4／23～5／12）にあわせて、絵本の楽しさ
を伝える「おはなし会」やお父さんを中心に読み聞かせのアドバイ
スを行う「ワークショップ」など、家族みんなで本の魅力を共感でき
る催しを行います。�

ろくまる�にさん�

4月21日（土）�
4月28日（土）�
5月  6日（日）�
　�
5月12日（土）�

おはなし会、落語会�
紙芝居会、伝承手づくりおもちゃ教室�
家族で読み聞かせ�
―お父さんといっしょ―（先着10家族）�
おはなし会、手品ショー�
�県立図書館（高松市林町2217-19）�

香川県教育委員会事務局生涯学習・文化財課　　087-832-3770　 香川県立図書館　　087-868-0567�
�

本の魅力が�
見つかるよ！�

グループ内で研究方針を協議� 発光現象(スプライト)の観測データを分析� うどんの「ゆで汁」を分解する細菌を検出中�

　スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）―

未来を担う科学技術系人材の育成をめざして、

理数系教育の充実を図る取り組みです。現在、文部科学省から全国９９校

が研究開発校として指定されています。　　　�

　ここ県立三本松高等学校は、県内唯一のＳＳＨ指定校として、平成１５年

度から理数科を中心に理科・数学教育に重点を置いたカリキュラム開発や

大学・研究機関との校外連携プログラムを推進しています。�

　三本松高校ＳＳＨでは、生徒に読む力、書く力、考える力、コミュニケーショ

ン能力、プレゼンテーション能力の５つの資質能力を身につけることをねらい

としています。このため、数人のグループに分かれて研究テーマを設定して、

実験・観察に取り組み、その成果をまとめて発表する『課題研究』はSSHの

活動の中心です。�

　キーワードは、「Ｎot teaching but coaching」。教員が一方的に教えるの

ではなく、あくまで生徒のアドバイザーとして、一緒に研究に取り組みます。�

　現在の３年生は、夏の成果発表会に向け、研究がスタートしたところです。

ある生徒は「香川県では微小貝の研究が遅れています。そこで、この分布調

査や観察をテーマに選びました。」と意欲十分。�

　ＳＳＨの魅力を尋ねました。「やり遂げなければならない責任があるけれど、

受身で勉強するより楽しい！」、「自分で研究内容を組み立てるのが新鮮！」�

　担当の糸目真也先生は、「県下の高校にSSHの成果を情報発信すると

ともに、香川の自然や産業、技術などを対象にした研究も行いたいですね。」

とＳＳＨの将来像を語ります。�

　自分の研究テーマに果敢に挑戦することで、生徒たちは、「探究心」を深

めていくはずです。今後さらに、自分の「夢」に向かって挑戦してほしいと思

います。�

●生徒が設定した研究テーマについて�
　探究活動を行い、その成果を発表する�
　生徒課題研究の取り組み�
�

●科学系博物館やお茶の水女子大学等�
　の協力による地域の自然や環境、産業�
　をテーマとした体験的な学習活動�
�

●実験・観察の基礎・基本の定着�
●香川大学や徳島文理大学との連携を中心�
　に、最先端の研究内容を学ぶ活動�
�

★空の発光現象（スプライト）の立体映像化�
　（他県のＳＳＨ指定校との共同作業）�
�★タマネギの小核実験による河川の水質�
　測定�

★流星の電波観測�

★ナメクジの学習能力の観察　など�

種目� クラブ名� 対象� 定員� 活動場所�

場　所�

無料�参加料�

開催日�
内　容�

お問い合せ先�

香川県教育センターでは、「いじめ・不登校・学業・進路」�
などの学校教育に関する相談に応じています！�

★来所相談（予約制）�
開館日の9：00～17：00�
TEL：087-833-4235（代表）�
高松市西宝町二丁目�
4番18号�

★電子メール相談　　お返事は1週間程度を要します。�
http://www.pref.kagawa.jp/kenkyoui/nayami.php�
または、kesoudan@kagawa-edu.jp

★電話相談�
開館日の9：00～17：00�
TEL：087-862-4533（直通）�
TEL：087-833-4220（直通）�
�24時間いじめ電話相談窓口�
TEL：087-833-4227（直通）�


